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連結決算（経営成績）
【前年同期⽐較】

売上⾼ 営業利益 経常利益

公表＝前回業績予想(5/12)
（単位：百万円）
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【受注回復、上期・通期⿊字化へ】
拡販効果が出ており、中国、北⽶、国内を

中⼼に受注が取れております （p 3参照）
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中⼼に受注が取れております。（p.3参照）
輸送機器関連事業部⾨は安定的に利益を計

上、⼯作機械関連事業部⾨は2Q以降増収増益
を期待しており、上期・通期ともに⿊字とな
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る⾒通しです。

第１四半期におきましては、⼯作機械関連
事業部⾨のシステム機の売上が2Qにずれ込ん

【四半期⽐較】
売上⾼ 営業利益 経常利益

※17/上期、17/通期は予測
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事業部⾨のシステム機の売上が2Qにずれ込ん
だことから売上微減となりましたが、損益改
善施策の効果により利益率は改善しており、
売上⾼4,150百万円（前年同期⽐3.2%減）、
営業利益▲1百万円（前年同期は161百万円の
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営業利益▲1百万円（前年同期は161百万円の
損失）となりました。

四半期純利益

1Q 2Q 上期 下期

工作機械 1,596  5,569  7,165  8,265 

0

5,000

148 
100 

0 
0

100

200

1Q 2Q 上期 下期

工作機械 1,596  5,569  7,165  8,265 

0

5,000 4,150

１※2Q,上期,下期は予測

輸送機器 2,536  2,264  4,800  4,700 

その他 17 17 35 35

‐48‐100
1Q 2Q 上期 下期

輸送機器 2,536  2,264  4,800  4,700 

その他 17 17 35 35



工作機械関連事業部門（経営成績）

【前年同期⽐較】
公表＝前回業績予想(5/12)

● 2017年度 第１四半期業績概要 （単位：百万円）
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● 2017年度 第１四半期業績概要
売上⾼につきましては、海外現地法⼈の

業況は回復していますが、システム機の売
上が2Qにずれ込んだことから、売上⾼
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1,596百万円（前年同期⽐10.1%減）とな
りました。
営業利益につきましては、売上減となり
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きており、営業利益▲162百万円（前期は
209百万円の損失）と改善しております。

●2017年度 上期業績⾒通し

【四半期⽐較】
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円（前年同期⽐38.9%増）、営業利益45百
万円（前年同期は268百万円の損失）と⿊
字回復を予想しております。
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海外 1,047  2,830  3,877  6,189 47.8%増）、営業利益130百万円（前期は
850百万円の⾚字）と⿊字回復を予想して
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工作機械関連事業部門（受注動向）

【四半期推移】 （単位：百万円）
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中国、北⽶、国内を中⼼に受注が取れており、1Q(4-6⽉）
受注⾼は50億円を超える⾼い⽔準となりました。今期も引き続
き より多くの受注確保に努めております
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輸送機器関連事業部門（経営成績）

【前年同期比較】
公表＝前回業績予想(5/12)

（単位：百万円）

2017年度 第１四半期業績概要
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り、営業利益148百万円（前年同期⽐313.0%
増）となりました。

●2017年度 上期業績⾒通し
概ね前回（5/12）公表通り推移しており 国内
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財政状態

●財政状態

総資産
40,000 （百万円）

●財政状態

運転資⾦の圧縮により、バランスシート改善を継続してお
り、借⼊⾦、総資産は減少しております。
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注記事項

本説明資料に記載いたしました業績⾒通し等の将来に関する記述は 当社本説明資料に記載いたしました業績⾒通し等の将来に関する記述は、当社
が現在⼊⼿している情報および合理的であると判断する⼀定の前提に基づい
ており、リスクや不確実性を含んでおります。実際の業績等は様々な要因に
より⼤きく異な 能性があ とをご承知おき さ 実際 業績 影響より⼤きく異なる可能性があることをご承知おき下さい。実際の業績に影響
を及ぼす可能性がある要因には、主要市場における経済状況及び製品需要の
変動、為替相場の変動等が含まれます。


